
 
成果の説明書 

(氏名) 中野 正裕 (学部) 経済学部 

１ 重要事項 

・遠隔講義導入に伴う講義、演習での対応 

 遠隔講義により学生に講義を活用する不便さが生じないよう、講義内容と資料の内

容をより充実させるような改善を図った。学内で利用可能な Teams , Forms 等を活用

し、講義資料や練習問題の配布と課題の回収、個別指導や成績評価を行った。zoom の

アンケート機能や Teams を利用して、受講者からの意見や感想を収集し、講義に反映

するよう工夫した。大学院の講義、演習や研究指導では Teams を用いてデータやファ

イルを共有し、個別指導が効果的に進められるよう工夫した。 

 

・国内および県内の経済統計に関する調査と分析 

 分析結果は未公表であるが、地域科学研究所の公開講座等で活用することを計画し

ている。 

 

２ その他の事項 

・R 元年度に引き続き、経済学部における学部長補佐（入試担当）の業務を行った。

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 次年度より対面授業に移行しても、講義や学生指導で導入された各種のオンライン

ツールを引き続き活用し、効果的な講義、学生指導に努めたい。また感染症の蔓延状

況により、再び遠隔指導が必要となる状況も想定し、対面とオンラインの両方に対応

できるよう準備を進めておきたいと考えている。 

 

 


